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〒010-0904 秋田県秋田市保戸野原の町7番75号

秋田大学教育文化学部附属中学校

秋冷の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また
日頃より本校の研究推進にあたり、ご指導とご支援を賜り深く感謝申し上げます。
さて、本校ではこれまでの研究の成果と課題を踏まえ、予測不可能な未来を自立的に生
きる生徒たちに必要な資質・能力の向上を目指す研究を進め、実践を積み重ねて参りまし
た。研究の３年目である今年度は、本校で目指す資質・能力を育むために、「『学びのプ
ロセス』の活性化」、「ＩＣＴや対話の目的を明確にした授業構想」、「子ども主語と教
師主語の往還による柔軟な授業展開」を研究のコンセプトとして実践研究に取り組んでお
ります。
本校の特色の一つである「問い・問い直し・振り返りのある学び」のプロセスは、各教
科の特質や生徒の実態に応じた問題解決の方法を取り入れながら、生徒一人一人に質の高
い学びを保障する「秋田の探究型授業」と軌を一にするものです。本校では、教科横断的
な学びのプロセスをベースに、各教科の特質や見方・考え方及び生徒の実態に応じて教科
ごとに独自の学びのプロセスを構築し実践しております。この学びのプロセスを大切にし
た取組が、秋田の伝統的な授業づくりにつながると考え、これからも県内の先生方が継承
していくことに寄与したいと考えております。
昨年までの公開研究協議会も、授業をオンラインでライブ配信し、各教科の特質に応じ
た見方・考え方を働かせながら学ぶ子どもたちの姿をご覧いただきました。本公開研究協
議会でも、各教科の特質を踏まえた授業を対面、ライブ配信、オンデマンド配信で公開い
たします。つきましては、ご多用の折とは存じますが、多数の皆さまにご参加いただき、
ご指導を賜りますようご案内いたします。

秋田大学教育文化学部附属中学校長 星 宏 人

秋季公開研究協議会

未来を自立的に
生きる

主 催 秋田大学教育文化学部附属中学校
共 催 秋田大学教育文化学部附属教職高度化センター
後 援 秋田県教育委員会 秋田市教育委員会

秋田県中学校長会 秋田市中学校長会

期 日

11/10金

受 付 8:20～
公開授業Ⅰ（数学・社会） 8:40～
公開授業Ⅱ（理科・保体） 9:50～

分科会 11:10～

秋田大学教育文化学部附属中学校

～出会い・発見・喜びのある秋田の学びを通して～
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当日は、このような生
徒の姿をご覧いただき
たいと考えています
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諸
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分科会

各教科

(80)

公開授業

教 科
主 題

単元名 授業者名 実践のポイント 指導助言者

日常の事象を関数の視点で
捉えることで、比例かどうか
を判断できるか。

数 学 図・数式・言語で事実を数理的に解き明かす －数学のよさを視点に「なぜ」「本当に」が飛び交う学びを通して－

武家政権の成立 朝廷と武家の関係性に焦点
をおくことで、武家政権の存
立基盤に気付けるか。

津 島 穣
（中央教育事務所）
外 池 智
加 納 隆 徳
（ 秋 田 大 学 ）

社 会 社会的事象を時間、空間、相互関係の視点で捉える －協働的な学びを通して、一人一人の変容を目指す－

光の世界 光の現象や性質を問い直す
ことで、「光とは何か？」に迫
れるか。

石 井 和 史
（中央教育事務所）
佐 藤 学
加 藤 慎 一
（ 秋 田 大 学 ）

理 科

心の健康
-精神機能の発達-

友人や家族との関係を考え
ることで、よい人間関係を構
築する手立てに気付けるか。

久 米 美 樹
（中央教育事務所）
松 本 奈 緒
（ 秋 田 大 学 ）

保健体育 運動を「する・みる・支える・知る」楽しさや喜びを味わう －多様な関わりによって、心と体の心地よさを体感できる学びを通して－

比例と反比例

授業者 ： 高桑 和哉
（１年Ａ組）

熊 井 修 一
（中央教育事務所）
原 田 勇 希
（ 秋 田 大 学 ）

授業者 ： 小熊 大樹
（１年Ｄ組）

授業者 ： 池田 央
（１年Ｂ組）

授業者 ： 澤田石嵩也
（１年Ｃ組）

□秋季公開研究協議会の公開授業は、対面・ライブ配信・オンデマンド配信で行います。
□通常開催が難しい場合は、ライブ配信・オンデマンド配信を行います。その場合、本校

ホームページでお知らせしますので事前にご確認願います。
□参加費は無料です。
□右側にあるQRコードもしくは、URLから令和５年１０月２７日（金）までにお申し込み

ください。なお、秋田大学の学生（大学院生含む）は大学で担当委員会に参加申し込み
願います。学生の受付時刻も大学から指定されますのでご了承ください。

□後日、別途資料、Zoom ＩＤ、パスコード等を電子メールにて連絡いたします。 https://forms.office.com/r/HaWPirDj0f

申し込みについて

自然の事物・現象を科学的な視点や方法で探究する －観察・実験の結果を問い直し、分析・解釈を深める学びを通して－

「目を輝かせて学ぶ生徒」 「満足げに振り返る生徒」「笑顔でかかわる生徒」


